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に

　

い
よ
い
よ
「
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開
催
が
二
年
後
に
迫
っ
て
き
た
。
両
大

会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
大
会
組
織
委
員
会
、
東
京
都
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）、
日
本
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
等
、
大
会
開
催
に
関
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
が
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
大
会
が
成
功

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
二
〇
〇
二
年
の
総
会
に
お
い
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」
に
〝
レ
ガ
シ
ー
〟（
L
E
G
A
C
Y
）
と

い
う
言
葉
を
初
め
て
追
加
し
、
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
立
候

補
与
件
と
し
て
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
の
提
案
を
強
く
求
め
た
。
そ
し
て
二
〇
一
三
年
に
は
、〝
レ
ガ
シ
ー
〟
の
概

念
を
明
確
に
し
た
「
O
L
Y
M
P
I
C　

L
E
G
A
C
Y
」
を
発
表
し
た
。

　

そ
れ
ら
一
連
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
概
念
の
導
入
と
発
表
の
背
後
に
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
抱
く
大
き
な
危
機
感
が
あ
っ
た
。

大
会
開
催
都
市
を
巡
る
度
重
な
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
へ
の
贈
収
賄
事
件
の
発
生
と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
体
に
対
す
る
不
信
感
の
高

ま
り
、
大
会
施
設
の
建
設
、
維
持
費
等
に
よ
る
開
催
都
市
住
民
へ
の
巨
額
か
つ
長
期
的
な
債
務
問
題
の
発
生
と
住

民
投
票
で
の
開
催
案
否
決
、
激
し
い
大
会
不
要
運
動
等
が
相
次
い
で
発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
に

対
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
は
有
形
無
形
の
総
合
的
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン

は
じ
め
に
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ト
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
強
調
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
尊
厳
の
尊
重
、
若
者
の
教
育
、
世
界

平
和
の
た
め
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
今
後
も
何
と
し
て
で
も
持
続
さ
せ
る
べ
き
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
あ

る
、
そ
の
論
理
を
正
当
化
す
る
た
め
に
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
と
い
う
概
念
を
最
前
面
に
押
し
出
し
自
ら
の
存
在
理
由
を

再
強
化
し
、
諸
々
の
批
判
を
か
わ
そ
う
と
し
た
と
も
言
え
る
。

　

だ
が
本
書
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
な
ら
び
に
大
会
組
織
委
員
会
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
行
わ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
現
在
発
表
さ
れ
て
い
る
多
く
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
あ
る
い
は

「
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開
催
を
、「
開
催
す
べ
き
最
高
善
の
大
会
」
と
と
ら
え
、
た
だ
大
会
誘
致
と

成
功
の
み
を
目
的
と
し
て
創
ら
れ
た
計
画
だ
か
ら
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
の
是
非
を
根
源
的
に

省
察
し
て
い
な
い
計
画
を
い
く
ら
検
討
し
て
も
二
次
的
な
査
定
に
留
ま
る
だ
け
で
あ
り
、
多
く
の
優
秀
な
研
究
者

達
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
計
画
レ
ベ
ル
を
超
え
、
彼
ら
に
何
ら
か
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
た
ら
す

有
効
な
考
察
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
書
が
目
論
む
こ
と
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
を
含
め
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
今
後

の
「
望
ま
し
き
在
り
方
」、「
よ
り
善よ

き
在
り
方
」
を
考
察
す
る
こ
と
、
大
会
や
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
の
未
来

に
お
け
る
必
要
性
を
問
い
、
思
考
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
継
続
的
な
思
考
運
動
こ
そ
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟、
す
な
わ
ち
「
継
続
的
に
好
ま
し
い
効
果
を
与
え
る
事
象
」
だ
と
提
案
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
こ
と
を
提
案
す
る
前
に
、
ど
う
し
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
根
本
的
構
成
要
素
で
あ
り
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」
に
も
規
定
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さ
れ
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
概
念
」、
す
な
わ
ち
「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
現
在
的
な
解

を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
明
確
な
解
を
得
な
け
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の

「
望
ま
し
き
在
り
方
」、「
よ
り
善
き
在
り
方
」
の
解
を
得
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
る
。
よ
っ
て
本
書
で
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」
を
根
源
的
に
考
察
し
、
あ
ら
た
な
ス
ポ
ー
ツ
概
念
を
構
築
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
。

そ
し
て
ま
ず
、
あ
ら
た
な
ス
ポ
ー
ツ
概
念
を
考
察
し
、
次
に
「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
か
に
よ
り
善
く
関
わ
る
の
か
」
と

い
う
問
い
の
最
適
解
を
発
見
す
る
。
こ
の
二
つ
の
問
い
に
対
す
る
最
適
解
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
あ
る
い
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
考
察
を
基
礎
づ

け
、
そ
の
考
察
を
可
能
に
す
る
。

　

同
時
に
、
二
つ
の
問
い
に
対
す
る
最
適
解
が
オ
ー
プ
ン
な
場
で
公
正
、
公
平
に
討
議
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
誰
も

が
納
得
す
る
解
が
構
築
さ
れ
、
そ
の
後
拡
く
共
有
さ
れ
れ
ば
、
競
技
関
係
者
達
（
競
技
者
、
競
技
指
導
者
、
競
技

協
会
・
連
盟
等
）
こ
そ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
で
あ
り
、
競
技
関
係
者
達
の
み
が
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
最
優
先
さ

れ
る
（
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る
）、
何
を
し
て
も
許
容
さ
れ
る
べ
き
存
在
だ
と
の
傲
慢
な
思
考
を
完
全
に
崩
壊
さ
せ

る
こ
と
に
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
例
え
ば
、「
競
技
指
導
者
は
、
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
競
技
者
よ
り
上

位
の
存
在
で
あ
り
、
競
技
者
は
競
技
指
導
者
の
言
動
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
べ
き
」
と
い
う
よ
う
な
競
技
指
導
者

と
競
技
者
の
非
対
称
的
な
上
下
関
係
を
恣
意
的
に
構
築
し
た
上
で
、
今
な
お
繰
り
返
さ
れ
続
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
体
罰
、
暴
力
事
件
等
の
軽
減
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
非

常
に
現
実
的
で
、
特
に
若
年
層
を
中
心
に
誰
も
が
日
常
的
に
経
験
し
う
る
身
近
な
問
題
の
軽
減
と
解
決
こ
そ
が
、
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
を
機
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
最
優
先
の
課
題
だ
と
考
え
る
。

　

筆
者
は
大
学
の
哲
学
科
を
卒
業
後
、
出
版
社
、
広
告
会
社
を
経
て
、
そ
の
後
約
一
五
年
間
、
Ｊ
ク
ラ
ブ
「
東
京

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
」、「
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
」、「
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
」
等
、
国
内
外
一
四
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
業
務
に
関
与
し
、
競
技
者
と
し
て
ボ
ク
シ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
大
学
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ

哲
学
の
研
究
・
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
間
、
卓
越
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
者

で
あ
っ
た
、
故
広
瀬
一
郎
さ
ん
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
最
適

解
を
約
二
五
年
間
探
し
続
け
、
今
年
一
月
、
修
士
論
文
を
ま
と
め
提
出
し
た
。
本
書
は
、
そ
の
修
士
論
文
に
加
筆
、

再
構
成
し
た
書
で
あ
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」、「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
か
に
よ
り
善
く
関
わ
る
の
か
」、
こ
の
二
つ
の
問
い
に
対
す
る
現

時
点
で
の
最
適
解
を
開
陳
し
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
批
判
を
も
と
に
、「
他
者
」
を
排
除
し
な
い
対
話
を
積
み
重

ね
、
そ
れ
が
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
へ
と
繋
が
っ
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
ま
ず
第
１
章
に
お
い
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
大
会
組
織
委
員
会
を
中
心
と
し
た
「
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
の 

〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
を
検
証
し
、
第
2
章
に
お
い
て
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
立
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
全

体
の
歴
史
と
ス
ポ
ー
ツ
概
念
の
歴
史
を
概
観
す
る
。
そ
れ
ら
の
基
礎
的
検
証
を
経
て
、
第
3
章
に
お
い
て
、「
ス

ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
最
適
解
、
あ
ら
た
な
ス
ポ
ー
ツ
概
念
を
仮
説
的
に
再
提
示
す
る
。

そ
の
概
念
の
正
当
性
（
理
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
）
と
正
統
性
（
継
承
さ
れ
た
正
し
さ
）
を
、
第
4
章
の
Ｕ
Ｋ
、

Ｕ
Ｓ
Ａ
、
日
本
の
三
か
国
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
株
主
達
の
出
資
目
的
に
よ
っ
て
証
明
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
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い
か
に
よ
り
善
く
関
わ
る
の
か
」
の
最
適
解
を
提
示
す
る
と
同
時
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
を
巡
る
思

考
の
方
向
づ
け
を
す
る
。
ど
う
か
本
書
を
最
後
ま
で
ご
査
読
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　
　
　
　
　

二
〇
一
八
年
六
月

島
田
哲
夫　
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第
1
節　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」 

と
は
な
に
か

　

み
な
さ
ん
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」（O

LY
M

PIC CH
A

RT
ER

。
以
下
、
憲
章
と
略
す（

１
）

）
を
ご
存
知
だ

ろ
う
か
。
こ
の
憲
章
は
、
植
民
地
支
配
を
巡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
国
家
間
の
覇
権
争
い
で
も
あ
っ
た
第
一
次

世
界
大
戦
開
戦
の
二
〇
年
前
、
一
八
九
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
（Pierre de 

Coubertin

）
の
主
導
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（International O

lym
pic Com

m
ittee

。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
）
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
約
三
〇
年
後
、
一
九
二
五
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
制
定
さ
れ
た
憲
章
で
あ
り（

２
）、

こ
こ
最
近

の
五
年
間
で
は
毎
年
改
正
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
憲
章
の
第
1
章
2
「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
使
命
と
役
割
」
14
に
、〝
レ
ガ
シ
ー
〟
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
。
そ
こ

に
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
有
益
な
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
を
、
開
催
国
と
開
催
都
市
が
引
き
継
ぐ
よ
う
奨
励
す
る
」（to 

prom
ote a positive legacy from

 the O
lym

pic Gam
es to the host cities and host countries

）
と
書

か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
憲
章
は
全
6
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
憲
法
的
な
性
格
を
持
つ
基
本
的
な
法
律
文
書

で
あ
る
が
、
各
章
と
も
簡
潔
に
書
か
れ
て
お
り
読
み
や
す
い
。
ご
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
是
非
お
薦
め
し
た
い
。
憲

章
を
読
み
進
め
る
中
で
、
第
1
章
8
五
つ
の
輪
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
シ
ン
ボ
ル
、
9
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
シ
ン
ボ

ル
旗
、
そ
し
て
10
に
お
い
て
、「
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
く
（Citius-A

ltius-Fortius

《
筆
者
註
。
ラ
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テ
ン
語
。
キ
テ
ィ
ウ
ス
︱
ア
ル
テ
ィ
ウ
ス
︱
フ
ォ
ル
テ
ィ
ウ
ス
》）」
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
モ
ッ
ト
ー
等
も
再

確
認
で
き
る
。
憲
章
に
書
か
れ
た
以
下
の
文
言
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」
を
考
え
る
本
書
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
考
察
対
象
と
な
る
た
め
に
、
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。
な
お
引
用
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
日
本
語

訳
版
か
ら
行
う
。
憲
章
の
導
入
部
分
は
以
下
の
よ
う
な
文
言
で
始
ま
る
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
（
Ｏ
Ｃ
）
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ズ
ム
の
根
本
原
則
、
規
則
お
よ
び
付
属
細
則
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
憲
章
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
組
織
、
活
動
お
よ
び
作
業
の
基
準
で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
の
た
め
の

条
件
を
定
め
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
は
本
質
的
に
三
つ
の
主
要
な
目
的
を
持
つ
。

ａ
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
は
、
憲
法
的
な
性
格
を
持
つ
基
本
的
な
法
律
文
書
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
根

本
原
則
と
そ
の
根
源
的
な
価
値
を
定
め
、
想
起
さ
せ
る
。

ｂ
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
は
ま
た
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
定
款
で
あ
る
。

ｃ
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
は
さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
主
要
三
構
成
要
素
で
あ
る
、
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、
国
際
競
技
連
盟
、
国
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
組
織
委
員
会
の
主
な
権
利
と
義
務
を
規
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
遵
守
す
る
義

務
が
あ
る
」。
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次
に
、「
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
根
本
原
則
」
の
中
か
ら
引
用
す
る
。

１　

オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
は
肉
体
と
意
志
と
精
神
の
す
べ
て
の
資
質
を
高
め
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
結
合
さ
せ
る
生
き

方
の
哲
学
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
は
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
、
教
育
と
融
合
さ
せ
、
生
き
方
の
創
造
を
探
求

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
生
き
方
は
努
力
す
る
喜
び
、
良
い
模
範
で
あ
る
こ
と
の
教
育
的
価
値
、
社
会
的

な
責
任
、
さ
ら
に
普
遍
的
で
根
本
的
な
倫
理
規
範
の
尊
重
を
基
盤
と
す
る
。

２　

オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
目
的
は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
持
に
重
き
を
置
く
平
和
な
社
会
の
推
進
を
目
指
す
た
め

に
、
人
類
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に
ス
ポ
ー
ツ
を
役
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。

３　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
価
値
に
鼓
舞
さ
れ
た
個
人
と
団
体
に
よ
る
、

協
調
の
取
れ
た
組
織
的
、
普
遍
的
、
恒
久
的
活
動
で
あ
る
。
そ
の
活
動
を
推
し
進
め
る
の
は
最
高
機
関
の

Ｉ
Ｏ
Ｃ
で
あ
る
。
活
動
は
五
大
陸
に
ま
た
が
り
、
偉
大
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
世
界
中
の
選
手
を
集
め
る
と
き
、
頂
点
に
達
す
る
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
は
五
つ
の
結
び
合
う
輪
で
あ
る
。

４　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
は
人
権
の
一
つ
で
あ
る
。
す
べ
て
の
個
人
は
い
か
な
る
種
類
の
差
別
も
受
け
る

こ
と
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
お
い
て
は
友
情
、
連
帯
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
と
と
も
に
相
互
理
解
が
求
め
ら

れ
る
。

５　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
が
社
会
の
枠
組
み
の
中
で
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営
ま
れ
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
律
の
権
利
と
義
務
を
持
つ
。
自
律
に
は
競
技
規
則
を
自
由
に
定
め
管
理
す

る
こ
と
、
自
身
の
組
織
の
構
成
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
、
外
部
か
ら
の
い
か
な
る
影
響

も
受
け
ず
に
選
挙
を
実
施
す
る
権
利
、
お
よ
び
良
好
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
を
確
実
に
適
用
す
る
責
任
が

含
ま
れ
る
。

６　

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
定
め
る
権
利
お
よ
び
自
由
は
人
権
、
肌
の
色
、
性
的
指
向
、
言
語
、
宗
教
、

政
治
的
ま
た
は
そ
の
他
の
意
見
、
国
あ
る
い
は
社
会
的
な
出
身
、
財
産
、
出
自
や
そ
の
他
の
身
分
な
ど
の

理
由
に
よ
る
、
い
か
な
る
種
類
の
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
享
受
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７　

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
一
員
と
な
る
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
遵
守
お
よ
び
Ｉ
Ｏ

Ｃ
に
よ
る
承
認
が
必
要
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
第
1
章
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」（O

lym
pic M

ovem
ent

）
よ
り
、
1
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
構
成
と
全
般
的
な
組
織
」
に
は
、

１　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
最
高
権
限
と
指
導
の
も
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
導
か
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
組
織
、
選
手
、
そ
の
他
の
個
人
を
包
含
す
る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
目
的
は
、
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
と
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
価
値
に
則
っ
て
実
践
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
若
者
を
教
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
で
よ
り
良
い
世
界
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
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で
あ
る
。

同
章
2
「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
使
命
と
役
割
」
に
は
、

「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
使
命
は
世
界
中
で
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
を
奨
励
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
主
導
す
る

こ
と
で
あ
る
」。

6
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」（O

lym
pic Gam

es

）
に
は
、

１　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、
個
人
種
目
ま
た
は
団
体
種
目
で
の
選
手
間
の
競
争
で
あ
り
、
国
家
間
の

競
争
で
は
な
い
。
大
会
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｃ
（
筆
者
註
。N

ational O
lym

pic Com
m

ittee

。
国
内
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
）
が
選
抜
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
か
ら
参
加
登
録
申
請
を
認
め
ら
れ
た
選
手
が
集
う
。
選
手
は
当
該
Ｉ

Ｆ
（
筆
者
註
。International Federation

。
国
際
競
技
連
盟
）
の
技
術
面
で
の
指
導
の
も
と
に
競
技
す

る
。

２　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
競
技
大
会
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
か
ら
な

る
。
雪
上
ま
た
は
氷
上
で
行
わ
れ
る
競
技
の
み
が
冬
季
競
技
と
み
な
さ
れ
る
。
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そ
し
て
こ
の
憲
章
の
最
後
の
章
、
第
6
章
「
対
応
措
置
と
制
裁
、
規
律
上
の
手
続
き
と
紛
争
の
解
決
」
59
「
対

応
措
置
と
制
裁
」
に
お
い
て
は
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
、
世
界
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
規
程
、
試
合
の
不
正
操
作
防
止
に
関
す
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
規
程
、
そ
の
他
の
規
則
に
違
反
し
た
場
合
、
総
会
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
理
事
会
あ
る
い
は
下
記

規
則
2.4
で
明
記
す
る
規
律
委
員
会
が
決
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
対
応
処
置
ま
た
は
制
裁
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
」。

と
し
て
、
違
反
者
へ
の
宣
告
、
一
定
期
間
の
資
格
停
止
、
除
外
、
承
認
の
取
り
消
し
、
失
格
、
メ
ダ
ル
お
よ
び
賞

状
の
返
還
、
追
放
、
参
加
資
格
の
喪
失
、
大
会
か
ら
の
除
外
、
罰
金
、
経
済
的
支
援
の
停
止
等
の
制
裁
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
憲
章
に
基
づ
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
、

運
営
さ
れ
、
開
催
都
市
に
お
い
て
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
が
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
計
画
、
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
が
提
唱
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委

員
を
巡
る
贈
収
賄
事
件
等
を
受
け
て（

３
）、

二
〇
一
四
年
一
一
月
に
発
表
さ
れ
た
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
の
未
来
に
向
け
た
戦
略
的
工
程
表
」
で
あ
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
二
〇 

20
＋
20
提
言
」

（O
LY

M
PIC　

A
GEN

D
A

 2020  20+20 RECO
M

M
EN

D
A

T
IO

N
S （

４
））、

反
倫
理
的
行
為
と
そ
の
懲
罰
を
明
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確
に
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
倫
理
規
定　

二
〇
一
六
」（ET

H
ICS （

５
））

も
あ
わ
せ
て
ご
覧
に
な
ら
れ

る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。
こ
の
倫
理
規
定
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
を
筆
頭
と
す
る
す
べ
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者

達
の
反
倫
理
的
行
為
や
言
動
が
永
遠
に
根
絶
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

で
は
次
節
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
大
会
組
織
委
員
会
を
中
心
と
す
る
最
新
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
を
概
観
す
る
。

註（
1
）
最
新
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」（O

LY
M

PIC CH
A

RT
ER

。
二
〇
一
七
年
九
月
一
五
日
か
ら
有
効
）
は
、
Ｊ

Ｏ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.joc.or.jp/olym
pism

/charter/

か
ら
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
2
）
小
笠
原
正
、
塩
野
宏
、
松
尾
浩
也 

編
集
代
表
『
ス
ポ
ー
ツ
六
法　

二
〇
〇
九
』　

信
山
社
、
二
四
頁
。

（
3
）「
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
用
語
は
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
追
加
さ
れ
た
」（
荒
牧
亜
衣
（
二
〇
一
三
）「
第
三
〇
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
招
致
関
連
資
料

か
ら
み
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
」　
『
体
育
学
研
究　

第
58
巻　

第
1
号
』
三
頁
）。

（
4
）
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.joc.or.jp/olym

pism
/agenda2020/

（
検
索
を
重
視
し
、
以
下
句

点
を
省
略
）

（
5
）
同
右
、https://w

w
w

.joc.or.jp/olym
pism

/ethics/
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第
2
節　
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
の
概
観

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
二
〇
一
三
年
に
「O

LY
M

PIC LEGA
CY （

１
）」

を
発
表
し
た
目
的
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

正
当
的
価
値
と
正
統
的
価
値
を
高
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
ま

た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
存
在
そ
の
も
の
へ
の
反
対
感
情
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
今
後
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
持
続
的
に
開
催
す
る
た
め
に
は
、
大
会
開
催
立
候
補
都
市
に
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
の
提
案
を
強
く
要
請
し
、

こ
の
計
画
提
案
が
開
催
決
定
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
概
念
を
規
定
し
た
文
言
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
の
タ
イ
プ
」（T

Y
PES O

F 
O

LY
M

PIC LEGA
CY

）
で
あ
る
（
邦
訳
は
筆
者
に
よ
る
）。

「
競
技
大
会
は
開
催
都
市
に
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
、
経
済
的
、
環
境
的
に
も
有
益
と
な
る
、

い
く
つ
も
の
レ
ガ
シ
ー
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
。
開
会
式
前
に
享
受
す
る
こ
と
も
で
き
る
恩
恵
も
あ
る
が
、

大
会
終
了
後
に
も
明
確
に
な
ら
な
い
恩
恵
も
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
、

環
境
、
都
市
、
経
済
の
大
き
く
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
有
形
も
し
く
は
無
形
の
も
の

と
し
て
残
る
。
有
形
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
は
、
開
催
都
市
の
魅
力
を
高
め
、
都
市
住
民
の
生
活
水

準
を
向
上
さ
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
あ
ら
た
な
関
わ
り
方
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
都
市
の
再
生
と
美
化
で
あ
る
。
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無
形
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
は
、
例
え
ば
開
催
国
家
、
国
民
と
し
て
の
誇
り
の
増
大
、
全
体
的
な
職

業
技
能
の
革
新
と
向
上
、
開
催
者
の
一
員
と
し
て
の
満
足
感
、
国
民
的
な
文
化
や
伝
統
の
再
発
見
、
環
境
に

対
す
る
関
心
や
意
識
の
向
上
等
で
あ
る
」。

と
述
べ
た
後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
の
説
明
で
は
、
一
九
一
二
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
で
使
用
さ
れ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
ア
ム
が
、
現
在
ま
で
一
〇
〇
年
間
以
上
も
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
重
要
な
施

設
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
と
紹
介
し
、
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
、
環
境
、
都
市
、
経
済
の
五
カ
テ
ゴ
リ

ー
別
に
各
大
会
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
を
列
挙
し
な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
必
要
性
を
訴
求
し
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
を
始
め
と
す
る
各
種
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
コ
メ
ン
ト
等
を
考
察
し
た
結
果
、
首
都
大
学
東
京
の
舛
本
直
文
ら

は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
と
は
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
と
し
た
有
形
・
無
形
の
長
期
的
で
継
続

的
な
良
い
効
果
』
と
い
う
こ
と
に
整
理
で
き
る（

２
）」、

ま
た
仙
台
大
学
の
荒
牧
亜
衣
は
、「
有
形
の
レ
ガ
シ
ー
が
よ
り

長
期
的
な
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
推
進
力
と
な
る
よ
う
な
無
形
の
レ
ガ
シ
ー
が
必
要
で
あ
る（

３
）」

と
述
べ
て

い
る
。
本
書
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
、
継
続
的
で
好
ま
し
い
効
果
を
与
え
る
事
象
」
と
考
え
る
。

　

日
本
国
内
に
お
い
て
は
二
〇
一
一
年
に
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
に
「
第
三
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
二
〇
二
〇
／
東

京
）」
お
よ
び
「
東
京
二
〇
二
〇
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」（
以
下
、
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
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リ
ン
ピ
ッ
ク
と
略
す
）
の
開
催
が
正
式
決
定
し
た
後
に
招
致
委
員
会
が
解
散
さ
れ
、
現
在
の
「
公
益
財
団
法
人
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
」（
以
下
、
大
会
組
織
委
員
会
）
が
設
立
さ
れ

〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
も
継
承
さ
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
提
唱
し
た
五
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
沿
う
形
で
、
大
会
組
織
委
員
会
が
中
心
と
な
り
策
定
・
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（Japanese 

O
lym

pic Com
m

ittee

。
公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
（Japanese Paralym

pic 
Com

m
ittee

。
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
、
開
催
都
市
で
あ
る
東
京
都
、
文

部
科
学
省
（
ス
ポ
ー
ツ
庁
を
含
む
）、
国
土
交
通
省
（
観
光
庁
を
含
む
）
他
、
各
種
経
済
団
体
、
各
種
研
究
者
な

ら
び
に
学
会
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
広
告
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計

画
を
策
定
・
発
表
し
て
い
る
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
で
は
多
数
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
の
中
か
ら
、
大
会
組
織
委
員
会
が
策
定
・
発
表
し
て
い
る
最
新
の
〝
レ

ガ
シ
ー
〟
計
画
、
全
七
四
ペ
ー
ジ
の
「
東
京
二
〇
二
〇　

ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
二
〇
一
七
」
を
概
観

す
る
（
大
会
組
織
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ
ガ
シ
ー
」https://tokyo2020.org/jp/gam

es/
legacy/

以
下
「
プ
ラ
ン
二
〇
一
七
」
と
略
す
）。

　

こ
の
「
プ
ラ
ン
二
〇
一
七
」
は
、「
東
京
二
〇
二
〇
大
会
」
の
大
会
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
に
は
世
界

と
未
来
を
変
え
る
力
が
あ
る
」、
そ
の
三
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
（
全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
、
多
様
性
と
調
和
、
未

来
へ
の
継
承
）
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
、
街
づ
く
り
・
持
続
可
能
性
、
文
化
・
教
育
、
経
済
・
テ
ク
ノ
ロ
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ジ
ー
、
復
興
・
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
世
界
へ
の
発
信
と
い
う
五
本
柱
（
テ
ー
マ
）
に
お
け
る
最
新
か
つ
詳
細
な

〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
実
現
す
れ
ば
、
多
く
の
東
京
都
民
と
日
本
国
民
が
、

自
分
達
の
税
金
と
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
費
の
一
部
（
企
業
協
賛
金
の
一
部
を
形
成
）
が
投
下
さ
れ
た
好
ま
し

い
大
会
と
し
て
誇
れ
、
永
く
記
憶
に
残
る
大
会
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
そ
の
「
プ
ラ
ン
二
〇
一
七
」
の
中
に
お
い
て
は
、
納
得
で
き
る
現
在
的
な
、
あ
ら
た
な
ス
ポ
ー
ツ
概
念

は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
「O

LY
M

PIC LEGA
CY

」
に
お
い
て
も
、
あ
ら
た
な
ス
ポ
ー
ツ
概
念
は
未

提
示
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「O

LY
M

PIC LEGA
CY

」
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
分
野
で
は
、
た

だ
競
技
施
設
の
長
期
間
使
用
と
競
技
者
数
、
競
技
団
体
の
増
加
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
を
は
じ
め
、
組
織
委
員
会
等
の
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
を
概
観
し
て
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
根
源
的
に
形
成
、
成
立
さ
せ
て
い
る
、
あ
ら
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の

概
念
の
定
義
は
見
当
た
ら
ず
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」
を
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
継
続
的
な
研
究
や
対
話
、

討
議
等
の
計
画
立
案
と
実
現
化
が
奨
励
さ
れ
る
こ
と
も
、
そ
の
必
要
性
さ
え
も
具
体
的
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

（
大
会
組
織
委
員
会
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
二
〇
一
七
」
内
に
お
け
る
一
部
の
表
記
は
除
く
）。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
現
在
的
な
、
あ
ら
た
な
概
念
を
明
確
に
定
義
づ
け
る
こ
と
も
な
く
、
果
た
し
て
こ
の
ま
ま
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
や
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
の
討
議
を
進
め
て
よ
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
概
念
の
未
定
義
状
態
は
、〝
レ
ガ
シ
ー
〟
と
い
う
概
念
を
未
定
義
に
し
た
ま
ま
で
各
立
候
補
都

市
が
勝
手
気
ま
ま
に
〝
レ
ガ
シ
ー
〟
概
念
を
解
釈
し
、
好
き
放
題
に
計
画
を
立
案
・
提
出
す
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
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で
あ
る
。
概
念
規
定
が
曖
昧
で
あ
れ
ば
、
そ
の
概
念
に
基
づ
い
た
計
画
の
立
案
基
準
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
策
定

で
き
ず
、〝
レ
ガ
シ
ー
〟
に
関
す
る
建
設
的
な
対
話
と
議
論
は
一
向
に
進
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
事
態

を
避
け
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
、〝
レ
ガ
シ
ー
〟
概
念
を
定
義
し
よ
う
と
し
た
。〝
レ
ガ
シ
ー
〟
を
考
察
す
る
際
の

基
礎
的
な
考
察
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
」
と
い
う
解
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
議
論
を
根
本
か
ら
成

立
さ
せ
る
た
め
に
も
、
是
非
と
も
必
要
な
作
業
で
あ
る
。

〝
レ
ガ
シ
ー
〟
と
い
う
言
葉
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
「
善
な

る
も
の
」、「
望
ま
し
き
も
の
」（
価
値
あ
る
も
の
）
と
考
え
、
関
係
者
に
利
益
と
便
益
を
も
た
ら
す
た
め
に
大
会

を
開
催
し
た
け
れ
ば
、
反
対
派
を
抑
え
込
む
た
め
に
も
策
定
・
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
葉
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
。
だ
が
重
要
な
こ
と
は
、〝
レ
ガ
シ
ー
〟
計
画
を
考
察
す
る
以
前
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
お
よ
び

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
の
「
望
ま
し
き
在
り
方
」、「
よ
り
善
き
在
り
方
」
を
再
考
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
再
考
に
際
し
て
は
、「
在
り
方
」
の
判
断
基
準
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
概
念
そ
の
も
の
を
ま
ず
は
再
考

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註（
1
）
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.olym

pic.org/olym
pic-legacy

（
2
）
舛
本
直
文
、
本
間
恵
子
（
二
〇
一
四
）「
無
形
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神

文
化
」　
『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
研
究　

第
36
巻　

第
2
号
』
一
〇
〇
頁
。
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（
3
）
荒
牧
亜
衣
（
二
〇
一
三
）「
第
三
〇
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
招
致
関
連
資
料
か
ら
み
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ

ガ
シ
ー
」
三
頁
。

第
3
節　

仮
説
と
し
て
の
、
あ
ら
た
な
ス
ポ
ー
ツ
概
念
の
提
示

　

み
な
さ
ん
は
既
に
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
競
技
関
係
者
達
の
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
と
い
う
見
解
の
間
違
い
に
お

気
づ
き
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
み
な
さ
ん
の
多
く
が
競
技
関
係
者
（
競
技
者
、
競
技
指
導
者
、
競
技
協

会
・
連
盟
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
「
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
参
加
し
な
く
て
も
、
既
に
十
年
間

以
上
も
大
会
の
開
催
に
強
い
ご
関
心
を
持
た
れ
て
き
た
（
い
る
）
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
一
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
正
式
な
大
会
誘
致
活
動
、
二
〇
一
三
年
の
開
催
決
定
（
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

お
も
て
な
し
）、
そ
の
後
の
各
種
計
画
の
進
捗
（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
新
国
立
競
技
場
、
築
地
市
場
の
移
転
問
題
）、
二

年
後
の
開
催
（
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
や
喧
噪
の
ご
心
配
）、
終
了
後
（
祭
り
の
後
の
経
済
状
況
の
悪
化
）
等
と
、
こ
の

大
会
に
何
ら
か
の
ご
関
心
を
持
た
れ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ご
自
身
が
、
あ
る
い
は
競
技
関
係
者
以
外
の
多

数
の
人
々
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
ご
理
解
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
多
種
多
様
な
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
抱
き
多
様
な
ス
タ
イ
ル
で
関
わ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
野
球
を
競
技
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
会
社
の
同
僚
達
と
「
東
京
ド
ー
ム
」
で
プ
ロ
野
球
の
ゲ
ー
ム
を
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
観
戦
す
る
、
あ
る
い
は
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
テ
ニ
ス
の
「
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
選
手
権
」
を
観
戦
す
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る
、
ス
ポ
ー
ツ
く
じ
「toto

」
を
購
入
し
ゲ
ー
ム
結
果
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
を
研
究
や
教
育
の
素
材
に
す
る
、
競
馬
ゲ
ー
ム
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
楽
し
む
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
の

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
「
Ｎ
Ｂ
Ａ
」
の
ス
タ
ー
を
広
告
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
た
時
計
を
販
売
す
る
、
ボ

ク
シ
ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
改
良
し
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
、
市
の
ス
ポ

ー
ツ
行
政
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
主
催
す
る
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
、
目
的
、
行
為
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
同
時
に
一
人
の
人
間
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ウ
ィ
ー
ク

デ
ィ
は
医
療
品
メ
ー
カ
ー
の
営
業
と
し
て
全
国
の
大
学
の
柔
道
部
に
医
療
品
を
届
け
、
週
末
は
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

で
競
技
す
る
、
帰
宅
後
は
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
テ
レ
ビ
で
観
戦
す
る
、
あ
る
い
は
、
か
つ
て
は
ア
マ
チ
ュ
ア

サ
ッ
カ
ー
の
競
技
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
株
主
に
な
り
、
現
在
は
県
知
事
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
行
政
に
関
わ
る
等
、
一
個
人
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
方
を
変
え
な
が
ら
多
く
の
人
々
が
ス
ポ
ー

ツ
に
多
様
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
が
多
様
に
関
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
い
か
に
定
義
す
る
の
か
。

　

そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
確
認
す
べ
き
点
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
身
体
活
動
、
体
育
、
武
道
は
ま
っ
た
く
異
な
る
営

為
（
行
為
）
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
日
本
語
を
そ
れ
ぞ
れ
、
例
え
ば
英
語
に
翻
訳
あ
る
い
は
逆
翻
訳

す
れ
ば
、
そ
の
違
い
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
はSpor （

１
）

t

、
身
体
活
動
はPhysical A

ctivities
、
体
育
はPhysical Education 

で
あ
る
。
身
体

活
動
は
、「
生
き
続
け
よ
う
」、
未
来
に
向
け
て
「
い
ま
、
こ
こ（

２
）」

を
超
越
し
よ
う
と
す
る
無
意
識
、
意
識
的
な
生



17　第１章　＂レガシー＂ の概観

命
活
動
で
あ
り
、
体
育
は
身
体4

教
育4

の
略
で
あ
り（

３
）、

身
体
の
構
造
知
見
（
知
識
と
見
識
）
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ

等
を
題
材
に
し
な
が
ら
、「
よ
り
善
く
生
き
る
た
め
の
」
身
体
的
動
作
や
行
為
、
他
者
と
の
身
体
的
関
係
性
を
教

え
学
ぶ
教
育
で
あ
り
（
学
校
体
育
以
外
に
も
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
体
育
が
あ
る
）、
武
道
は
元
来
、
大
乗
仏

教（
４
）、

特
に
武
士
の
間
に
膾
炙
し
た
禅
宗（

５
）の

影
響
を
受
け
（
後
に
は
神
道
、
儒
教
的
思
考
等
と
も
融
合
す
る
）、
武

術
・
武
芸
の
修
行
を
通
じ
て
煩
悩
（
執
着
、
欲
望
、
怒
り
等
）
を
消
し
去
り
、「
ブ
ッ
ダ
に
な
る
こ
と
」（
＝
目
覚

め
る
こ
と
、
悟
り
を
得
る
こ
と
、
涅
槃
に
到
達
す
る
こ
と
）
を
目
的
と
し
た
営
為
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
営
為
は
、

そ
も
そ
も
日
常
生
活
の
退
屈
さ
や
、
労
働
か
ら
の
逸
脱
や
解
放
（
気
晴
ら
し
）
を
目
ざ
し
、
楽
し
み
を
追
求
す
る

「
遊
び
」
を
最
根
源
の
動
因
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

例
え
ば
自
宅
周
辺
を
た
だ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
こ
と
は
身
体
活
動
で
あ
り
、
身
体
の
構
造
や
機
能
、
健
康
概
念
に

基
づ
き
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
効
果
を
学
び
教
え
る
こ
と
は
体
育
で
あ
る
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
例
え
ば
、
一
〇
〇
〇
ｍ
走
の

ゲ
ー
ム
と
し
て
発
展
さ
せ
競
技
規
則
を
創
り
、
多
数
の
人
間
が
そ
の
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、
よ
り
多
数
の
人
間
が
一

〇
〇
〇
ｍ
走
ゲ
ー
ム
の
継
続
的
開
催
を
求
め
長
期
間
に
わ
た
り
大
会
等
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
が
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
。

　

重
要
な
点
は
ス
ポ
ー
ツ
、
身
体
活
動
、
体
育
、
武
道
は
、
そ
の
目
的
が
ま
っ
た
く
異
な
る
営
為
で
あ
る
た
め
、

ど
の
営
為
が
最
上
位
の
価
値
を
持
つ
の
か
と
い
う
議
論
が
成
立
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
営
為
を
選
択
す
る
の

か
は
、
す
べ
て
選
択
者
の
価
値
判
断
に
よ
る
。
そ
し
て
ど
の
営
為
も
、
そ
の
根
源
に
は
死
を
前
提
と
し
た
、
生
き

て
い
る
間
に
「
よ
り
善
く
生
き
た
い
」
と
い
う
強
烈
な
、
誰
か
ら
も
否
定
さ
れ
る
事
由
が
な
い
エ
ロ
ス
的
な
欲
望
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あ
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が
き

　

本
書
の
出
版
に
あ
た
り
、
人
生
の
師
で
あ
る
桂
木
行
人
さ
ん
、
論
創
社
の
森
下
社
長
、
本
原
稿
を
何
度
も
ご
丁

寧
に
査
読
い
た
だ
き
、
数
々
の
適
確
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
恩
師
で
あ
る
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
の
工
藤
和
男

先
生
、
修
士
論
文
の
ご
担
当
教
員
で
あ
っ
た
兵
庫
教
育
大
学
の
森
田
啓
之
先
生
、
大
学
院
修
士
課
程
の
同
級
生
で

あ
っ
た
芦
屋
大
学
の
金
相
煥
先
生
、
本
書
お
よ
び
修
士
論
文
の
た
め
に
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
快
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
シ
テ
ィ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
利
重
孝
夫
代
表
、

BLU
E U

N
IT

ED
 Co.

中
村
武
彦
代
表
、
利
重
代
表
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
名
古
屋
Ｏ
Ｊ
Ａ
片
桐
正
大
代
表

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
書
が
照
射
し
た
い
と
願
う
の
は
、
希
望
と
可
能
性
に
満
ち
溢
れ
た
輝
か
し
き
未
来
で
す
。
未
来
に
生
き
る
生

者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
ま
た
愛
し
て
や
ま
な
い
わ
が
妻
、
父
、
母
を
始
め
と
す
る
多
く
の
死
者
へ
、
そ
し
て
多

く
の
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
愛
す
る
友
人
達
と
弟
に
、
本
書
を
花
と
し
て
捧
げ
ま
す
。

あ
と
が
き
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